
【
Ｊ
Ｒ
四
国
】

Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
春
闘
交
渉

は
、
２
月
21
日
に
１
回
目
の

団
体
交
渉
を
実
施
。
組
合
は
、

「
経
営
環
境
は
厳
し
い
も
の

の
明
る
い
兆
し
も
見
え
つ
つ

あ
る
。
営
業
収
益
の
回
復
は
、

こ
の
間
尽
力
し
効
率
化
施
策

に
も
協
力
し
て
き
た
組
合
員

の
努
力
の
賜
物
」
と
主
張
す

る
と
と
も
に
、
「
物
価
高
騰

の
波
に
賃
金
が
追
い
つ
い
て

お
ら
ず
、
可
処
分
所
得
は
実

質
低
下
し
て
い
る
。
政
府
・

経
済
界
の
賃
上
げ
の
熱
も
高

い
今
春
闘
は
、
人
財
の
確
保
・

定
着
に
資
す
る
た
め
に
も
大

き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」

と
指
摘
。
３
月
３
日
に
行
っ

た
２
回
目
の
団
体
交
渉
に
お

い
て
も
、
採
用
競
争
力
強
化

等
の
観
点
か
ら
改
め
て
「
人

財
へ
の
投
資
」
が
必
要
と
強

く
訴
え
続
け
た
。

迎
え
た
３
月
17
日
の
３
回

目
の
交
渉
に
お
い
て
、
定
期

昇
給
完
全
実
施
を
引
き
出
す

と
と
も
に
、
３
年
ぶ
り
の
賃

金
改
善
と
し
て
ベ
ア
２
，
０

０
０
円
を
勝
ち
取
っ
た
ほ
か
、

３
項
目
の
制
度
改
善
を
実
現

し
た
。
回
答
に
際
し
会
社
か

ら
は
「
経
営
環
境
は
今
後
も

不
透
明
な
見
通
し
だ
が
、
当

社
は
四
国
に
お
け
る
基
幹
的

公
共
輸
送
機
関
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
く
社
会
的

使
命
が
あ
り
、
安
定
的
な
人

材
の
確
保
・
定
着
は
極
め
て

重
要
」
と
述
べ
、
「
コ
ロ
ナ

禍
で
も
、
従
業
員
一
人
ひ
と

り
が
安
全
・
安
定
輸
送
や
業

務
運
営
の
継
続
に
努
め
、
新

た
な
支
援
策
へ
の
対
応
、
省

力
化
・
省
人
化
に
対
す
る
取

り
組
み
、
貴
組
合
の
諸
課
題

に
対
す
る
協
力
な
ど
も
最
大

限
考
慮
し
た
」
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

組
合
は
、
今
春
闘
に
お
い

て
も
非
常
に
厳
し
い
交
渉
を

強
い
ら
れ
た
が
、
こ
の
間
の

組
合
員
の
奮
闘
を
強
く
訴
え

た
結
果
と
し
て
、
３
年
ぶ
り

の
賃
金
改
善
や
複
数
項
目
の

制
度
改
善
が
実
現
で
き
た
こ

と
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、

収
入
は
回
復
基
調
に
あ
る
も

未
だ
厳
し
い
経
営
環
境
に
置

か
れ
る
会
社
の
現
時
点
で
の

最
大
限
の
回
答
と
判
断
し
妥

結
し
た
。

ま
た
、
交
渉
終
了
後
に
会

社
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
「
賃

金
制
度
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」
は
、
別
途
交
渉
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
ニ
ュ
ー
ス
№
20
、
21
、
22

参
照
）

【
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
】

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
春
闘
交
渉
は
、
３
月
３

日
に
１
回
目
の
交
渉
を
実
施
。

組
合
は
「
中
間
決
算
は
２
億

円
の
赤
字
を
計
上
し
、
事
業

計
画
達
成
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
が
、
需
要
回
復
の
動
き

を
組
合
員
は
実
感
し
て
お
り
、

５
類
引
き
下
げ
な
ど
明
る
い

兆
し
も
あ
る
」
と
指
摘
す
る

と
と
も
に
「
物
価
高
騰
の
影

響
は
組
合
員
の
生
活
に
も
及

び
、
こ
れ
ま
で
我
慢
を
重
ね

て
き
た
組
合
員
の
生
活
を
守

る
た
め
に
も
賃
金
改
善
は
必

要
不
可
欠
。
今
こ
そ
反
転
攻

勢
を
図
る
べ
き
と
き
を
迎
え

た
も
の
の
、
こ
の
間
会
社
を

支
え
て
き
た
組
合
員
が
失
望

し
、
『
人
財
』
を
失
っ
て
し

ま
っ
て
は
意
味
が
な
い
。

『
人
へ
の
投
資
』
は
将
来
へ

の
必
要
投
資
で
あ
り
、
組
合

の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

最
大
限
評
価
し
、
賃
金
引
き

上
げ
及
び
諸
制
度
改
善
に
反

映
さ
せ
る
べ
き
」
と
強
く
要

請
し
た
。

会
社
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
多

額
の
赤
字
が
累
積
し
、
経
営

状
況
は
厳
し
く
決
し
て
楽
観

視
で
き
る
状
況
で
は
な
い
が
、

次
年
度
は
黒
字
化
を
目
指
し

て
い
る
。
運
行
便
数
を
戻
し

て
収
入
確
保
に
努
め
て
い
る

が
、
そ
の
分
経
費
も
発
生
し

て
い
る
」
と
今
後
の
見
通
し

と
現
状
を
説
明
し
、
組
合
の

要
求
主
旨
も
踏
ま
え
た
上
で
、

将
来
に
向
け
た
人
財
確
保
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
と
の

考
え
を
示
し
た
。

交
渉
は
難
航
し
た
が
、
組

合
員
の
想
い
を
粘
り
強
く
訴

え
続
け
た
結
果
、
定
期
昇
給

完
全
実
施
を
は
じ
め
、
子
育

て
世
代
に
資
す
る
制
度
改
善
、

Ｄ
単
価
の
改
善
、
準
組
合
員

の
賃
金
制
度
整
備
、
脳
検
診

の
受
診
年
齢
改
正
と
い
っ
た

複
数
項
目
の
改
善
を
実
現
し

た
。
一
方
、
社
会
全
体
で
賃

金
改
善
の
流
れ
が
生
ま
れ
る

状
況
下
に
あ
っ
て
、
ベ
ア
や

55
歳
の
基
本
給
見
直
し
と
い
っ

た
賃
金
改
善
は
実
現
で
き
な

か
っ
た
も
の
の
、
以
前
よ
り

交
渉
に
お
い
て
基
本
給
に
対

し
会
社
が
問
題
意
識
を
持
っ

て
い
る
旨
表
明
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
議
論
し
た
結

果
、
組
合
と
共
通
の
問
題
意

識
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
確
認
し
、
４
期
連
続
の

赤
字
決
算
を
見
込
む
中
、
会

社
と
し
て
精
一
杯
の
回
答
と

判
断
し
妥
結
し
た
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー
ス
№

８
、
９
、
11
を
参
照
）

【
Ｊ
Ｒ
四
国
】

◆
定
期
昇
給
完
全
実
施
！

◆
３
年
ぶ
り
の
賃
金
改
善
！

ベ
ア
２
，
０
０
０
円
！

◆
エ
キ
ス
パ
ー
ト
組
合
員
の
保
障
給

２
，
０
０
０
円
引
き
上
げ
！

◆
準
組
合
員
の
基
本
賃
金
改
善
！

パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
一
律
１
，
６
０
０
円

サ
ポ
ー
タ
ー
社
員
一
律
10
円

◆
教
導
手
当
倍
増
！

◆
緊
急
呼
出
手
当
大
幅
改
善
！

◆
保
存
休
暇
の
適
用
範
囲
拡
大
！

【
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
】

◆
定
期
昇
給
（
年
齢
給
・
職
能
給
）
完
全
実
施
！

◆
子
の
養
育
に
よ
る
保
存
休
暇
の
適
用
を

「
小
学
校
就
学
の
始
期
」
に
拡
大
！

◆
看
護
休
暇
（
子
の
看
護
等
）
の
適
用
を

「
中
学
校
就
学
の
始
期
」
に
拡
大
！

◆
育
児
短
時
間
勤
務
の
適
用
を

「
小
学
校
就
学
の
始
期
」
に
拡
大
！

◆
育
児
・
介
護
休
職
に
対
す
る

昇
給
の
取
扱
い
改
善
！

◆
Ｄ
単
価
が
「
１
３
６
／
１
０
０
」
に
！

◆
育
児
短
時
間
勤
務
の
昇
給
欠
格
条
項
を
廃
止
！

◆
準
組
合
員
の
賃
金
制
度
の
整
備
！

◆
脳
検
診
の
受
診
年
齢
の
改
正
！

２０２３春季生活闘争妥結!

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
４
月
１
日
に
入
社
し
た

新
規
採
用
者
へ
の
加
入
行
動
を
実
施
。
新
入
組

合
員
87
名
全
員
が
新
た
に
仲
間
に
加
わ
っ
た
。

ま
た
、
４
月
１
日
に
は
契
約
社
員
車
掌
24
名

が
社
員
登
用
さ
れ
、
組
合
員
と
し
て
新
た
に
活

動
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

関
係
す
る
支
部
・
分
会
・
青
年
女
性
会
議
役

員
に
お
い
て
は
、
環
境
の
変
化
に
直
面
す
る
新

入
組
合
員
の
支
援
に
つ
い
て
協
力
を
要
請
す
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
強
固
な
団
結
力
を
発
揮
し
、

労
働
組
合
の
強
み
で
あ
る
横
の
つ
な
が
り
を
も
っ

て
、
未
来
あ
る
新
入
組
合
員
の
活
躍
を
後
押
し

し
よ
う
！

新入社員８７名
全員が加入！

契約社員車掌２４名
が社員登用！

入社おめでとうございます。
ＪＲ四国労組は

皆さんを歓迎します!!
ともに頑張りましょう!!

３年ぶりの賃金改善！ベア２,０００円を獲得!！Ｊ Ｒ
四 国

ｼﾞｪｲｱｰﾙ
四国ﾊﾞｽ

定期昇給完全実施!！
育児関係中心に８項目の制度改善!！

４
月
９
日
に
投
開
票
が
行

わ
れ
た
第
20
回
統
一
地
方
選

挙
（
前
半
戦
：
県
議
選
）
に

お
い
て
、
ご
支
援
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
組
合
員
や
家
族
の

皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
る
。
ま
た
、
推
薦
候
補
の

必
勝
に
向
け
て
献
身
的
に
奮

闘
さ
れ
た
す
べ
て
の
関
係
者

に
対
し
て
も
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
る
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
・

グ
ル
ー
プ
労
組
は
、
推
薦
候

補
の
全
員
当
選
に
向
け
取
り

組
ん
だ
結
果
、
最
重
点
候
補

で
あ
る
山
本
悟
史
氏
（
香
川

県
議
）
、
橋
本
敏
男
氏
（
高

知
県
議
）
を
含
め
、
各
県
協

推
薦
候
補
12
名
が
見
事
当
選

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
で
は
、
あ

ら
た
め
て
政
治
活
動
の
意
義

や
参
画
意
識
の
浸
透
・
醸
成

す
べ
く
組
織
内
で
議
論
を
深

め
、
抱
え
る
政
策
課
題
、
組

織
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

◆
最
重
点
候
補
の
結
果

◎

山
本

悟
史

当
選

(

香
川
県
・
現
職)

◎

橋
本

敏
男

当
選

(

高
知
県
・
現
職)

◆
各
県
協
推
薦
候
補
の
結
果

【
香
川
県
協
】

◎

鏡
原

慎
一
郎

当
選

◎

五
味

伸
亮

当
選

◎

三
木

由
美
子

当
選

◎

米
田

晴
彦

当
選

【
愛
媛
県
協
】

◎

管

森
実

当
選

◎

大
政

博
文

当
選

◎

桧
垣

良
太

当
選

浅
岡

志
麻

西
原

司

和
田

三
恵

白
石

小
夜

【
徳
島
県
協
】

◎

庄
野

昌
彦

当
選

◎

仁
木

啓
人

当
選

【
高
知
県
協
】

◎

田
所

裕
介

当
選

石
井

孝

<

第
20
回
統
一
地
方
選
挙>

12
名
を
県
政
へ
！

見事当選を果たした最重点候補の山本悟史氏（左）、橋本敏男氏（右）

中期経営計画２０２５の折り返しとなる重要な年
アフターコロナの社会・経済へ柔軟に対応し、

反転攻勢を期して全組合員一丸で取り組もう！

ＪＲ四国労組は昨年７月の大会で決定したスローガン「団結 創造 実
践 全組合員の団結力と実践力で苦境を克服し誇りを持ち安心して働け
る環境の実現を通じた明るい未来を創造しよう！」のもと、運動方針の
３本柱である『安全・安定・安心輸送の確立』『組織の強化・拡大』
『労働条件の改善』を中心に、積極果敢に活動を展開してきました。
２０２３年度は、３年にわたるコロナ禍、物価高騰等の影響が懸念さ

れるものの、今年３月からはマスク着用の見直しが図られるとともに、
５月には感染症法上の分類が季節性インフルエンザと同等の５類相当へ
引き下げられる予定であり、反転攻勢を成し遂げなければなりません。
こうした中、若手・中堅層を中心とした離職拡大が労使にとって大きな
課題となっています。会社が目指す「ありたい姿」に向けた取り組みを
働く者の目線でよりよいものにすべく、「ユニオンビジョン２０２３・
私たちが考える『持続可能なＪＲ四国グループをつくる人財確保』～誇
りを持ち安心して働き続けることのできる環境づくりに向けて～」を策
定しましたが、諸活動を通じ共有を図りつつ、労使協議によって改善を
果たし、課題解決に向け前進させていく考えです。特に、２０２３春闘
で勝ち取った賃金改善の流れを継続することが重要です。
以上の認識のもと、ＪＲ四国労組は、ＪＲ四国及びジェイアール四国

バスの責任組合として雇用と生活を守ることを念頭に、組合員とその家
族の幸せ実現に向けて取り組む決意です。そして、そのためにも、ＪＲ
四国グループ２０２３年度事業計画の営業収益４９６億円、鉄道運輸収
入２１２億円を確保すべく、グループ一体となった営業施策の推進に貢
献するとともに、「四国再発見増収キャンペーン」「利用促進キャンペー
ン」の積極的な参加に向け、全組合員が一丸となって取り組むことを要
請します。 ２０２３年４月１日

四国旅客鉄道労働組合

大谷　 清
石川 敏也

2023
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３
月
10
日
（
金
）
13
時
よ

り
、
本
部
１
階
会
議
室
に
お

い
て
「
第
１
回
男
女
平
等
参

画
推
進
委
員
会
」
を
開
催
。

委
員
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合

の
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年

６
月
の
Ｊ
Ｒ
連
合
定
期
大
会

で
策
定
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
連
合

「
第
４
次
男
女
平
等
参
画
行

動
計
画
」
の
内
容
に
つ
い
て

再
度
周
知
が
図
ら
れ
、
２
０

２
４
年
９
月
末
ま
で
に
女
性

執
行
委
員
ゼ
ロ
組
織
を
な
く

す
と
の
目
標
達
成
に
向
け
て

各
級
機
関
で
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
か
議
論
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の

取
り
組
み
と
し
て
、
レ
デ
ィ
ー

ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
大
会
等

で
の
意
見
を
総
合
労
働
協
約

改
訂
や
春
闘
の
団
体
交
渉
で

活
用
し
、
女
性
組
合
員
の
労

働
条
件
改
善
を
実
行
し
て
い

る
こ
と
を
報
告
。
レ
デ
ィ
ー

ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
関
し
て
、

参
加
者
か
ら
今
回
実
施
し
た

が
ん
セ
ミ
ナ
ー
が
好
評
を
博

し
て
い
た
一
方
で
、
よ
り
参

加
し
た
く
な
る
魅
力
的
な
取

り
組
み
の
検
討
が
必
要
と
の

指
摘
や
開
催
の
時
間
帯
、
場

所
な
ど
に
つ
い
て
見
直
し
を

図
る
提
案
が
あ
っ
た
。
そ
の

他
、
女
性
社
員
の
採
用
や
定

着
に
向
け
て
の
会
社
の
取
り

組
み
、
女
性
活
躍
推
進
法
の

改
正
内
容
等
に
つ
い
て
確
認

し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
男
女

平
等
参
画
の
取
り
組
み
を
推

進
し
、
今
後
も
男
女
が
と
も

に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
。

２
０
２
３
金
刀
比
羅
宮
参
拝

多
度
津
運
転
区
分
会
で
は
、

恒
例
の
年
頭
行
事
で
あ
る

「
金
刀
比
羅
宮
・
安
全
祈
願

参
拝
」
を
１
月
25
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
で
は
、
今

期
最
大
と
言
わ
れ
る
大
寒
波

の
中
、
参
加
し
た
組
合
員
は

足
元
に
気
を
付
け
な
が
ら
階

段
を
上
が
り
、
今
年
一
年
の

「
作
業
安
全
」
の
お
祓
い
を

う
け
、
分
会
に
結
集
す
る
全

て
の
組
合
員
の
無
事
故
と
無

病
息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
組
織
の
強
化
と

活
性
化
に
向
け
た
行
事
・
サ
ー

ク
ル
活
動
に
区
員
一
丸
と
な
っ

て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
分
会

中
川

祐
人

支
部
大
会
に
向
け
て
！

ボ
ウ
リ
ン
グ
レ
ク
を
開
催
！

２
月
１
日
、
財
務
部
分
会

で
は
本
社
支
部
主
催
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
で
の
上
位
進
出
を

目
指
し
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で
は

毎
年
開
催
し
て
い
た
分
会
主

催
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
３

年
ぶ
り
に
開
催
。
９
名
が
３

チ
ー
ム
に
分
か
れ
２
ゲ
ー
ム

を
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

と
い
う
こ
と
で
序
盤
は
苦
戦

し
ま
し
た
が
、
ゲ
ー
ム
が
進

む
に
つ
れ
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス

ペ
ア
が
続
く
こ
と
で
盛
り
上

が
り
は
増
し
、
最
後
ま
で
歓

声
が
途
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
社
支
部
大
会
で
の
上
位
進

出
を
誓
う
と
と
も
に
、
財
務

部
組
合
員
の
親
睦
を
更
に
深

め
た
レ
ク
と
な
り
ま
し
た
。

財
務
部
分
会

浮
田

昌
宏

３
年
ぶ
り
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
レ

ク
！

懇
親
会
も
開
催
！

愛
媛
電
気
分
会
で
は
、

２
月
11
日
に
３
年
ぶ
り
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
レ
ク
を
「
松

山
中
央
ボ
ウ
ル
」
で
開
催

し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
レ
ク
と
い
う

事
も
あ
り
県
内
各
地
か
ら
24

名
も
の
組
合
員
が
参
加
し
、

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
球
に
込

め
、
思
い
切
り
ピ
ン
に
ぶ
つ

け
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
迫
力

に
ピ
ン
が
球
を
避
け
て
い
る

と
い
う
声
が
上
が
る
ほ
ど
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

懇
親
会
も
開
か
れ
普
段
の
職

場
で
は
あ
ま
り
関
わ
り
の
な

い
組
合
員
と
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

今
後
も
組
合
員
の
親
睦
と

団
結
強
化
を
図
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
企
画
し
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

愛
媛
電
気
分
会

今
井

家
蔵

支
部
主
催
レ
ク
に
48
名
参
加
！

２
月
22
日
に
本
社
支
部
主

催
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

レ
ク
を
中
止
し
て
い
た
た
め

約
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
は
48
名
が
16

チ
ー
ム
に
分
か
れ
２
ゲ
ー
ム

を
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

で
序
盤
は
苦
戦
す
る
一
方
で
、

ゲ
ー
ム
が
進
む
に
つ
れ
ス
ト

ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
が
続
き
、

２
０
０
超
の
ス
コ
ア
も
散
見

さ
れ
る
な
ど
大
変
盛
り
上
が

り
、
最
後
ま
で
歓
声
が
途
切

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
は
、
同
じ
分
会
内
で

メ
ン
バ
ー
を
構
成
し
た
た
め
、

よ
り
親
睦
が
深
ま
っ
た
一
方

で
、
他
分
会
の
組
合
員
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ

る
機
会
が
限
ら
れ
て
い
た
た

め
、
次
回
は
混
合
チ
ー
ム
を

作
る
な
ど
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
（
手
首
・
肘
・
腰
な

ど
も
鍛
え
ま
す
）
。

組
合
員
同
士
の
気
軽
に
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
今

後
も
継
続
し
て
開
催
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

優
勝

運
輸
部
③
チ
ー
ム

（
菅
、
香
西
、
藤
島
）

準
優
勝

事
業
開
発
本
部

①
チ
ー
ム
（
横
井
、
坂
本
、

吉
岡
）

３
位

営
業
部
②
チ
ー
ム

（
井
上
、
森
、
別
宮
）

本
社
支
部

和
田

庄
平

支部対抗軟式野球大会の
開催について

日 時 ２０２３年５月１６日(水)
※香川支部 ９：００集合
※香川支部以外 ９：３０集合

場 所 レクザムボールパーク丸亀
（丸亀市民球場）

対象者 各支部１４名以内(責任者除く)
青年女性組合員

※詳しくは
JR四国労組発第７８号参照
お申込は各支部まで！！

ユニオンスクール開講！

◆ 特設コース（管理者セミナー）
日時等 2023年5月12日(金)13：30-17：00

香川県立ミュージアム
対象者 管理者組合員 25名程度

（現場長・助役、非現業部門の主席クラス、管理者資格保有者）

※詳しくはＪＲ四国労組発第79号を参照。

３
月
10
日
（
金
）
14
時
30

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
て
第
７
回
本
部
執
行
委
員

会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
第
36
回
定
期
本
部
委
員
会
）

（
経
営
協
議
会
）

・
効
率
化
施
策

（
業
務
）

・
「
松
山
駅
付
近
連
続
立
体

交
差
事
業
の
高
架
切
替
時

期
の
見
直
し
等
」
に
つ
い

て
・
「
２
０
２
３
春
季
ダ
イ
ヤ

改
正
」
に
対
す
る
具
体
解

明
要
求
の
申
し
入
れ
に
つ

い
て

（
団
交
）

・
２
０
２
３
春
闘

（
共
闘
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
四
国
地
協
第
31

回
定
期
委
員
会

・
春
季
生
活
闘
争
討
論
集
会

・
中
央
交
運
労
協
・
地
方
代

表
者
会
議

（
県
協
定
期
委
員
会
・
春
闘

討
論
集
会
）

・
香
川
、
愛
媛
・
高
知
・
徳

島
（
男
女
）

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員

会
（
青
女
）

・
Ｊ
Ｒ
西
労
組
青
年
女
性
委

員
会
と
の
交
流
会

・
冬
レ
ク
（
い
ち
ご
狩
り
）

（
部
会
定
期
委
員
会
）

・
事
業
開
発
部
会
、
営
業
部

会
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
産
業
政
策
委
員
会

・
自
動
車
連
絡
会
幹
事
会

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員

会
・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
第
35
回
中
央
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡

会
春
闘
総
決
起
集
会

【
議
事
】

①

第
20
回
統
一
地
方
自
治

体
選
挙
に
お
け
る
推
薦
候
補

者
の
承
認
に
つ
い
て

②

36
協
定
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

③

営
業
施
策
に
関
す
る
付

議
に
つ
い
て

④

安
全
・
事
故
防
止
に
関

す
る
職
場
諸
問
題
の
集
約
に

つ
い
て

⑤

ダ
イ
ヤ
改
正
に
関
す
る

諸
問
題
の
集
約
に
つ
い
て

⑥

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
42
回

定
期
大
会
の
招
集
に
つ
い
て

⑦

２
０
２
３
年
度
新
規
採

用
者
の
全
員
加
入
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

⑧

支
部
対
抗
軟
式
野
球
大

会
の
開
催
に
つ
い
て

⑨

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
管
理
者
コ
ー
ス
」
の
開
催

に
つ
い
て

⑩

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
」
の
開

催
に
つ
い
て

⑪

当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

⑫

そ
の
他

第
７
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

女性委員も出席し議論に参加

レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

多
度
津
運
転
区
分
会

財
務
部
分
会

愛
媛
電
気
分
会

本

社

支

部

男
女
平
等
参
画

推
進
委
員
会
開
催

◆ リーダーコース
日時等 2023年5月19日(金)13：30-17：00

ホテルアネシス瀬戸大橋
対象者 各分会の三役クラス

（各支部6名程度）
※詳しくはＪＲ四国労組発第80号を参照。

ＪＲ四国労組第42回定期大会
の開催について（告示）

四国旅客鉄道労働組合規約第18条及び
第19条に基づき、第42回定期大会を下記
のとおり招集します。

記

１ 日時
2023年7月10日(月) 10:30-17:00

２ 場所
ＪＲホテルクレメント高松

３ 議題
（1） 2023年度運動方針（案）
（2） 2023年度財政方針（案）
（3） その他

2023年3月10日
四国旅客鉄道労働組合
執行委員長 大谷 清

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

友
だ
ち
募
集
中
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